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2013年11月27日（水）に「平成25年度OGと在校生との交

流会―face-to-faceで語ろう―」が本学にて開催されました。今

回が2回目の開催となる本交流会は、在校生・卒業生・教職員の

ネットワーク構築を目指した大学主催のイベントです。

今回は初回開催時の参加者数約70名を上回る、約100名の

在校生・卒業生・教職員に参加いただき、在校生と卒業生、また

は卒業生同士の交流に料理を楽しみながら花を咲かせていまし

た。また、会の最後には在校生・卒業生で校歌「みがかずば」を

歌う一幕も。

交流会後のアンケートでは、卒業生からの「在校生の就職活動

の一助になればと思った。」「各界で活躍するＯＧとの交流も図り

たいと思った。」との声や、学生からの「非常に有意義な時間とな

りました。普段なかなか社会人の方と話すことがないため新鮮で

した。人生の先輩としてアドバイスを頂き、ためになりました。」

といった声もあり、在校

生・卒業生ともに満足

度の高い交流会となりま

した。

交流会は次年度以降

も引き続き開催の予定

です。

キャンパス点描

「平成25年度 OGと在校生との交流会
―face-to-faceで語ろう―」を開催しました。

ベストオブ
学園祭
2013

第64回徽音祭が ベストオブ学園祭2013を受賞！ 
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2013年11月9日（土）・10日（日）の2日間にわたって、第

64回徽音祭が開催されました。今年のテーマは「Girls be Keen 

on "Kiin祭" ～お茶大にアツくなれ！！～」。天気にも恵まれ、在

学生だけでなく、卒業生や他の大学の学生、地域の方など幅広い

方にお越しいただき、昨年の来場者数を上回る25,000人を越え

る方々に来場いただきました。

在学生による模擬店や展示、ステージ発表はどこも工夫を凝ら

した内容で大変にぎわっていました。他にも実行委員企画の「水

コン」「お茶パラ」、「ゼミ発表」など、お茶大生の様々な面をアピー

ルする企画も多く、来場者からは「授業以外でのお茶大生を見る

ことができてとても楽しかった」との声も。また、受験生を対象に

したキャンパスツアーは、在学生だけでなく、本学の同窓会組織

である桜蔭会の方々とも協力して実施。学生だけでなく卒業生も

一丸となって徽音祭を盛り上げました。

キャンパス点描

第64回徽音祭を開催いたしました。

平成25年度　グローバル人材育成推進事業 
「グローバル人材育成フォーラム」を本学で開催しました。

2013年11月24日（日）に文部科学省

グローバル人材育成推進事業・東日本第

2ブロックイベント「グローバル人材育成

フォーラム」（東日本第２ブロック会議主催、

朝日新聞社共催）を、本学徽音堂にて開催

致しました。本フォーラムは、各大学が連

携してグローバル人材育成に取り組むこと

を促し、事業の一層の推進を図り、更には、

国内外に向けてその成果を発信することを

目的としたものです。

フォーラムの第一部、日産自動車代表取締役副会長 志賀俊之氏の基調講演『グロー

バル競争を勝ち抜く、グローバル人財』に続く「フロアの大学生との対話」では、学生

から活発な質問がとび出しました。第二部では選抜された8大学の学生チームが「世

界を変えるアイディア」をテーマに大学ごとに趣向をこらした英語によるプレゼンテー

ションを披露しました。会場には満場の拍手が響き渡り、熱気冷めやらぬフォーラムの

閉会となりました。

ダイヤモンド社が運営するWebサイト：メンター・ダイヤモンド主
催の「ベストオブ学園祭2013」において、お茶の水女子大学第64回
徽音祭が大賞を受賞しました。今年度エントリーされた学園祭は、総
勢128校。徽音祭はその中で大賞の他、2つの賞を受賞しました。 

第64回徽音祭の受賞一覧
ベストオブ学園祭2013　大　　賞
ユニフォーム部門　　　　最優秀賞
Web投票　　　　　　　　 1 位


